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無節柱 材 の生 産 を 目的 とす る枝打 ち試験

一昭和46年 度林産学科学生実習主要課題 一

青 木 尊 重 、 矢 野 勝 彦

紛 目 的

現在、,わが国の木材界は大量の外材が輸入され国産材は過去の、 「質 より量」から、r量 よ

り質」への転換を余儀なくされつつある。

さらに、商品生産業としての林業を成立させるだめには、商品価値の高い、良質材の生産に

努力 しなければならない・o

枝打ちを実施する目的の一つは、無節材の生産であり、無節材の価格は一般材に比較 して数

倍の高値で取引されているo(こ れには材質とか市場、出荷時期等による価格の差 もあるが、

一等材 に比べて無節材が2～6倍 の値段で取引されているo)

現在、一般畜場で最も多 く取引されている10.5emの 無節柱材を採材するには、末口径14

魏上の丸太が必要である。この適材を採材するためには、枝打ちの時期をいつの時点にもつて

くるかが問題となつているoこ のことについては、いろいろな資料をもとに検討 した結果植栽

後の、窮1回 目の枝打ちを7～8年 題、第2回 目が10～12年 目、第5回 臼が17年 鶴前後

となつて込る。そこで、今回の林産学科学生実習ではこの枝打ちを粕屋演習林15林 班 と小班

内の施肥試験地の林分で実施することとしたoと の林分は植栽 して11年 目になつて診り、第

2回8の 枝打 ちに丁度適当であると思い参加学生4名 に矢野、阿部.吉 良で下記のとk・bの 枝

打ちを行なつた

(2)試 験 地 の 概 況

位 置 粕屋演習林25林 班 と小斑内

樹 種 クモトオシeヤ ブクグ リ

地 況 傾斜:中 基石:角 閃岩 土性 £れき壊土

植栽前の状況 広葉樹天然生林

面 積a362ヘ クター-7Y

植 栽 年 月 昭和3δ 年5月

施 謄 年 月 昭和56年2月

施 駅 肥 料 ちから粒状固型胞料2号



⑤ 調 査 地 の 概 況

今 回の実 習において は、粕 屋演習林13林 班 と小班 内の施肥試験地(ス ギ11年 生 林分)に

対 して枝打 ち、除伐 を行なつた。

この試験地 は、面積の約5分 の1程 度が昭和41年2月 の大雪 によつてか なbの 被害 を受

けて論 り、現在 で も所 々に穴 がで きてい る現状で あるoこ の試験地 に植栽されてい る樹種 は、

クモ トオシ、ヤ ブクグ リで、各樹種の境界 には、同齢木 の ヒノキが要所 に植えて ある。

(4)調 査 の 方 法 及 び 結 果

(イ)日 時

昭和46年12月20日 ～25日6日 間

(ロ)方 法

まず実 習測定地であ る施肥試験 地の一端 より、 コンパス測量 を初 じめ各 プ ロツ トの回 り

を計つ た。 この プロッ トは、クモ トオ シA、B、 ヤ ブクグ リC、Dと した。'これ を先 にの

べ た被害地 と一諸 に林班 図で示 して論 くo

粕 屋 演 習 林

15班 図



なお 各 プロッ トの面積 は

クモ トオ シA296搬2

ffB244㎡

ヤ ブクグ リC285㎡

〃D258㎡

とkつ ているo

次 に プロツ ト別 に、毎木 調査を行なつたo胸 高直径 、樹高 、材積 を調べ た後 ・樹高 の2

分 の 葉を巻尺 で計 り、百足梯子、木登 リスパ イク等 を用いて 、ていね いに枝打 ちを した。

ただ しこの枝打 ちは時聞の関係上クモ トオ シのA、Bだ け しか実施で き表かつた ことを追

記 して器 く、な語 この毎木 調査 の結果 は(表 一1)～(表 一5)に 及 び(図 一望弓 ～ 図 一

4)に 示す とお シであるo

この後、各 プraツ トか ら標準木を1本 選 び出 し地際 よbO.5メ ー トル・1.5メ ー トル と

言 う具合 に1メ ー トル ごとに円盤 を取 り樹幹解析 を試み た。

その結果は(表 一6～ 表・・-9)(図 一5～ 図一一8)に 示す と誇 りで ある。淡誇樹幹解析

図 より解る ようにsク モ トオシA、Bの 生 長具合及 び直径 はだい たい平均 の とれ たスマー

トな生長 をしているがsヤ ブクグ リC、Dは クモ トオシA、Bに 比ぺ て反対 であるolメ

ー トル ごとに円盤 を取つて測定 してみる とヤブクグ リには植栽5年 醸ころか ら、ついた と

思 われ るような節がか なり見 られたoこ れ は攻にかの障害 のため枝が折れNそ のま蒙死 節

となつたの もあつた。 こうい う中で今回の実 習は1本 の木 にか なりの時問 をかけ入念 に行

なつたo

今 後 、第三 回 琶の枝打 ちをす ると同時 に、foご とに測定 して い こうと思 う。

な論今 圃の実験 の測定値 は総括表 に示す と語 りで あるo

表一 壌

調査地 九州大学粕屋地方演習林15林 班と小班内

樹 種 スギ 品 殺 クモ トオシ(A)
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表 一一2

ク モ ト オ シ 〈B)



表 一5

ヤ ブ ク グ リ(C)
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表 一4

ヤ プ ク グ リ ①)



表 一5

ク モ トオ シA ク モ トオ シB

ヤ ブ ク グ リG ヤ ブ ク グ リD



表 一6

クモ トオシ ω 樹 幹 解 析 野 帳



表 一7

ク モ トオシ 的)樹 幹 解 析 野 帳



表 一8

ヤブクグ リ(G)樹 幹 解 析 野 帳



表 一 ワ

ヤブクグ リ ㈲ 樹 幹 解 析 野 帳



表 一18

13林 班 と小 班12年 生林分 の現況一覧表

ク モ ト オ シ

ヤ ブ ク グ リ



図 一1



図 一2

図 一2'



図 一5

図 一4



図 一5

ク モ 卦 オ シ 鋤



図 一6

ク モ ト オ シ(B)



図 一7

ヤ ブ ク グ リ(C)



図 。-8

ヤ ブ.ク.グ リ(甥



総 括 表


